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当
選
後
、
初
の
県
政
報
告
会
が
十
二

月
二
十
一
日(

土)

、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
師
走
の
お
忙
し
い
時

期
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
や
支
援
企

業
・
団
体
の
方
々
を
含
む
約
百
三
十
名

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
部
は
、
臼
井
由
紀
子
後
援
会
長
か

ら
皆
様
へ
の
謝
辞
と
米
内
議
員
へ
の
エ

ー
ル
の
後
、
県
政
報
告
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

九
月
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
か

ら
の 

ご
支
援
へ
謝
辞
を
述
べ
、
「
今
回
の

選
挙
は
曾
祖
父
の
力
を
借
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
自
ら
の
足
で
立
ち
、
県
政
が
抱

え
る
諸
問
題
に
鋭
意
取
り
組
み
、
実
績
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
」
と
決
意
を
新
た
に
宣

言
い
た
し
ま
し
た
。 

十
二
月
議
会
の
一
般
質
問
で
も
重
点
項

目
と
し
た
「
人
口
減
少
問
題
」
に
つ
い
て
資

料
を
交
え
説
明
し
、
人
口
流
出
の
分
析
と

対
策
が
不
十
分
な
県
の
対
応
に
苦
言
を
呈

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
代
の
環
境
活
動
家
・
グ
レ
タ
さ

ん
の
言
動
に
心
を
打
た
れ
た
こ
と
に
触
れ
、

「
私
た
ち
大
人
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は

早
急
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
世

代
に
未
来
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。
」
と
、

熱
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
二
部
の
懇
親
会

で
は
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
盛
岡
市
議
会

議
員
菊
田
隆
様
の
力
強
い
激
励
の
お
言
葉

や
、
盛
岡
市
長
谷
藤
裕
明
様
よ
り
励
ま
し

の
祝
電
、
そ
し
て
乾
杯
の
ご
発
声
と
ご
挨

拶
は
岩
手
県
看
護
連
盟
会
長
山
下
キ
ヌ
様

よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

終
始
、
和
や
か
な
会
と
な
り
、
後
援
会
副

会
長
・
田
口
敬
芳
、
花
塚
勇
三
郎
両
名
の
熱

の
こ
も
っ
た
挨
拶
と
三
本
締
め
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。 

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

今
後
の
予
定
・
お
知
ら
せ 

「 

米
内
ひ
ろ
ま
さ
松
園
地
区
県
政
報
告
会
」 

日 

時 
 

令
和
二
年
二
月
十
六
日
（
日
） 

 
 

 
 
 

午
後
一
時
三
十
分
開
会 

会 

場 
 

松
園
地
区
公
民
館 

 

 
 
 
 
 
 

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」 

 

懇
親
会
費 

二
千
円 




